
し
よ
う
と
、
2
0
0
1
年
に「
連
合
ユ
ー

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
置
。
そ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
に

も
と
づ
き
、
2
0
0
3
年
に「
明
日
の
連

合
を
つ
く
る
青
年
活
動
の
指
針
」
を
策

定
し
、
①
労
働
運
動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
、
②
仲
間
同
士
の
交
流
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
③
青
年
が
抱
え
る

特
有
な
問
題
の
把
握
と
解
決
、
④
労
働

運
動
を
通
じ
た
社
会
活
動
・
国
際
連
帯
、

の
4
つ
の
目
的
意
識
を
明
確
に
し
て
青

年
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
具
体

的
に
は
、「
青
年
活
動
委
員
会（
ユ
ー
ス

タ
ー
委
員
会
）」を
設
置
し
て
、
青
年
組

合
員
の
学
習
・
討
論
・
交
流
、
仲
間
づ

く
り
な
ど
を
目
的
と
し
た「
ユ
ー
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム（
5
年
に
1
度
は
拡
大
版
の
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
）」
を
毎
年
開
催
。
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
十
分
に「
指
針
」

の
内
容
を
網
羅
す
る
ま
で
の
取
り
組
み

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

参
加
関
与
型
組
織
と
し
て
の      

労
働
組
合
の
再
生

組
合
役
職
員
は
、
組
合
活
動
へ
の
無

関
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
。
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
、
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
方

法
を
知
り
た
い
と
の
1
期
生
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

の
が
、
第
8
回「
社
会
心
理
学
か
ら
み

る
労
働
運
動
」
だ
。
講
師
は
、
国
際
経

済
労
働
研
究
所
の
八
木
隆
一
郎
統
括
研

究
員
。
同
研
究
所
が
実
施
し
た「
第
30

回
組
合
員
共
同
意
識
調
査
」を
軸
に「
参

加
関
与
型
組
織
と
し
て
の
労
働
組
合
の

再
生
」
を
め
ざ
す
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
主
宰
、
社
会
心
理
学
の
観
点
か

ら「
組
合
員
は
お
客
様
で
は
な
く
、
活

動
を
担
う
メ
ン
バ
ー
」
と
す
る
た
め
の

労
働
組
合
組
織
の
あ
り
方
を
提
言
し
、

注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
社
会
的
現
実
性
」
を
変
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル

最
初
は
、「
社
会
的
現
実
性（social 

reality

）」の
理
解
か
ら
。「
一
定
の
概
念

を
共
有
し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
様
々
な

行
動
が
起
き
、
そ
の
概
念
通
り
の
現
実

が
つ
く
り
出
さ
れ
る
」
と
い
う
現
象
で
、

や
る
気
や
組
織
風
土
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
も
典
型
的
な
社
会
的
現
実
性
。
こ

れ
を
前
提
に
現
実
を
変
え
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
発
見
し

よ
う
と
す
る
の
が
、
講
義
の
テ
ー
マ
だ
。

組
合
員
は
労
働
組
合
に
無
関
心
で

「
お
客
様
」。
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
意
識
調
査
を
実
施
し
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
は
広
が
る
ば

か
り
…
、
と
い
う
組
織
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
労
働
組
合
の

多
く
は
、
戦
後
の
民
主
化
政
策
の
下
で

結
成
さ
れ
た
。
か
つ
て
は
、
み
ん
な
で

労
働
組
合
の
力
や
活
動
領
域
を
大
き
く

し
て
い
こ
う
と
い
う「
運
動
」が
あ
っ
た

が
、
戦
後
77
年
を
経
て
か
つ
て
の
運
動

の
慣
性
で
活
動
を
続
け
る「
制
度
」
へ

と
変
貌
し
て
い
る
。
ど
う
す
れ
ば
、
組

合
員
を「
お
客
様
」
で
は
な
く
、
活
動

の
担
い
手
に
で
き
る
の
か
。

八
木
先
生
が
提
案
す
る
の
は
、

S
R
C（social reality control

）。

意
識
調
査
の
結
果
を
活
用
し
て
組
合
員

を
オ
ル
グ
し
、「
運
動
」を
起
こ
し
て
い

く
手
法
だ
。

「
み
ん
な
が
そ
う
思
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
？
」、
意
識
調
査
で
見
え
た
結
果

を
組
合
員
に
直
接
こ
う
問
い
か
け
る
こ

と
で
、
組
合
員
の
関
与（
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
）が
生
ま
れ
る
。

講
義
の
中
で
は
、
模
擬
ア
ン
ケ
ー
ト

に
も
と
づ
く
演
習
も
交
え
て
、
意
識
調

査
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
手
法
を
実
践
。

職
場
の
具
体
的
な
現
実
を
つ
か
む
手
ご

た
え
を
実
感
し
た
。

第
1
期
R
e
n
g
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
全
9
回
。
事
務
局
が
予
め
設
定
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
他
に
、
参

加
者
が
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
身
に
つ
け
た
い
知
識
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ら
を
反
映

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
と
い
う
。
ど
ん
な
講
義
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。
第
8
回「
社
会

心
理
学
か
ら
み
る
労
働
運
動
」（
8
月
23
日
実
施
）の
講
義
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

次
世
代
の
人
財
確
保
と
育
成
が
　
　

喫
緊
の
課
題
に

連
合
は
、
結
成
30
周
年
を
迎
え
た

2
0
1
9
年
、
新
た
に
中
長
期
の
羅
針

盤
と
し
て
の「
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
確

認
し
、
運
動
方
針
に
お
い
て
4
つ
の
改

革
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
①
運
動
領
域
と
重
点

化
、
②
組
織
体
制
・
運
営
、
③
人
財
の

確
保
と
育
成
、
④
財
政
）の
推
進
を
決

定
。
特
に
連
合
運
動
の
継
承
と
発
展
を

支
え
る
次
世
代
の
人
財
の
確
保
と
育
成

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
も

と
づ
き
、
連
合
本
部
、
構
成
組
織
、
地

方
連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る「
ユ

ー
ス
タ
ー
P‌

T
」
を
設
置
し
た
。
P‌

T

は
、
2
0
2
0
年
8
月
～
12
月
に
か
け

て
連
合
青
年
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
た
。
そ
し
て「
ユ
ー
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
年
1
回
の
開
催
に
と
ど
ま
り
、

次
世
代
の
労
働
運
動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
の
場
と
し
て

は
十
分
機
能
し
得
て
い
な
い
」
と
い
う

現
状
認
識
に
も
と
づ
き
、「
今
後
の
青
年

活
動
の
取
り
組
み
は
、『
労
働
運
動
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
』（
人
財
育
成
）を

主
軸
に
す
る
」
と
い
う
方
向
性
を
提
案
。

こ
れ
を
受
け
て
、
連
合
は
、
①
連
合
本

部
の
青
年
活
動
委
員
会（
ユ
ー
ス
タ
ー

委
員
会
）を「
Re
n
g
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
」
に
改
編
し
、
人
財
育
成
の

場
と
す
る
こ
と
、
②
連
合
本
部
主
催
の

ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

は
廃
止
し
、
地
域
に
お
け
る「
交
流
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
促
す
よ
う

に
見
直
す
こ
と
と
し
、
2
0
2
2
年
1

月
に「
Reng
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ

ジ
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、「
求
め
ら
れ
る

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
像
」を
自
ら
考
え
、

必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
ら
を

活
か
し
て
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
人
財
の
育
成
。
さ
て
、
15

名
の
1
期
生
は
何
を
学
ん
だ
の
か
。

今
年
1
月
に
開
校
し
た
Re
n
g
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
。「
労
働
運
動
を
担
う
組
合
リ
ー
ダ
ー
育
成
」を
目
的
に
、
構
成
組
織
・
地
方
連
合
会
か
ら
参
加

し
た
15
名
の
1
期
生
が
全
9
回
の
多
彩
な
講
義
に
参
加
し
て
き
た
。
10
月
に
は
2
期
生
募
集
も
始
ま
る
と
い
う
。
ど
う
い
う
経
緯
で
Re
n
g
o
ユ
ー
ス
タ

ー
・
カ
レ
ッ
ジ
が
設
立
さ
れ
た
の
か
、
ど
ん
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
か
、
1
期
生
は
そ
こ
で
何
を
学
ん
だ
の
か
。
そ
の
全
貌
に
迫
っ
て
み
た
。

八木隆一郎
やぎ・りゅういちろう
公益社団法人‌
国際経済労働研究所‌
専務理事・統括研究員
専門は社会心理学。研究分野は
動機付け、人間関係、組合関与、働
きがいなど多岐にわたる。全国の
主要労働組合が参加した国際経
済労働研究所第30回組合員共同
意識調査『ON・I・ON2（オニオン・
ツー）』の取りまとめをはじめ、
数々の研究グループを主催。研究
の傍ら、大学でも教鞭を取る。

Rengoユースター・カレッジ 第1期カリキュラム

NEXT

3班に分かれてグループワーク 講師と受講生の距離が近いのも特徴

Rengoユースター・カレッジ1期生

第1回
1月21日（Web）

	●オリエンテーション、芳野友子連合会長講演

第2回
2月15日（Web）

	● 行動特性検査［日本生産性本部］
	● Z世代への意識調査結果からみえること★	
［連合 運動企画局］

第3回
4月8日（対面）

	●ジェンダー平等·多様性推進	
［連合  ジェンダー平等·多様性推進局］
	●コミュニケーション（傾聴）★	
［アプレ コミュニケーションズ］

第4回
4月26日（Web）

	●フリーランスをはじめとする「曖昧な雇用」で働く
就業者の保護［連合 労働法制局］
	●情報発信★［連合 運動企画局］

第5回
5月30日（対面）

	● 地域における連合の役割と活動	
（政策実現のための政治活動含む）［連合神奈川］
	●アンケート調査の基礎知識とその活用方法★	
［労働調査協議会］

第6回
6月9日（Web）

	● 社会保障［連合 生活福祉局］
	●「行動特性検査」の振り返り

第7回
7月28日（対面）

	● 連合の政策策定から政策実現に向けた取り組み
［連合 労働法制局］
	●ワークルールを実践する★［日本労働弁護団］

第8回
8月23日（対面）

	● 社会心理学からみる労働運動★	
［国際経済労働研究所］

第9回
9月26日（対面）

	● 清水秀行連合事務局長講演、総括（振り返り）
	●労働組合の国際連帯について考える	
［連合 国際政策局］
	●労働者自主福祉運動について［中央労福協］
	●フィールドワーク（フードバンク）★

※★はカレッジ生の意見から設定したテーマ。

�

Re
ng
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
で
何
を
学
べ
る
の
？

Re
ng
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
と
は
？

   
│
連
合
の
青
年
活
動
と
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
設
立
の
経
緯

Reng
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・カ
レ
ッ
ジ

次世代の労働運動を担う組合リーダー

Reng
o
ユ
ー
ス
タ
ー・カ
レ
ッ
ジ
は
、

連
合
青
年
活
動
の
柱
で
あ
っ
た
ユ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
企

画
・
運
営
し
て
い
た
青
年
活
動
委
員
会

（
ユ
ー
ス
タ
ー
委
員
会
）を
改
編
す
る
形

で
設
立
さ
れ
た
。
ま
ず
、
そ
の
経
緯
を

振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

「
明
日
の
連
合
を
つ
く
る
青
年
活
動

の
指
針
」
で
目
的
を
明
確
化

連
合
は
1
9
8
9
年
の
結
成
時
、

「
青
年
活
動
の
推
進
」
を
方
針
に
掲

げ
、
青
年
委
員
会
を
設
置
。
し
か
し
、

1
9
9
0
年
代
半
ば
以
降
、
経
済
・
雇

用
情
勢
の
悪
化
を
背
景
に
、
多
く
の
構

成
組
織
・
地
方
連
合
会
が「
青
年
活
動

の
担
い
手
が
い
な
い
」「
短
期
間
で
役
員

が
交
替
し
て
後
継
者
が
育
た
な
い
」「
活

動
に
参
加
す
る
組
合
員
が
固
定
化
し
て

い
る
」な
ど
の
課
題
や
悩
み
を
抱
え
て
い

た
。
そ
こ
で
改
め
て
青
年
活
動
を
強
化

集まれ！

RENGO Oct. 2022 1213



カ
レ
ッ
ジ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
運
営
に
あ
た
っ
て
、
連
合
は
何
を
重
視
し
て
き
た
の
か
。

ユ
ー
ス
タ
ー
P‌

T
に
お
け
る
議
論
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
山
本
昌
弘
連
合
総
合
組
織
局
長
に
聞
い
た
。

第
1
期
は
9
月
26
日
に
最
終
講
義
を
迎
え
た
。
学
ぶ
前
と
後
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
何
か
。

今
後
の
活
動
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。
6
人
の
1
期
生
に
聞
い
た
。

重
視
し
た
の
は「
連
合
な
ら
で
は
」

│
講
義
内
容
や
運
営
で
重
視
し
た
の
は
？

構
成
組
織
や
単
組
で
も
様
々
な
人
財

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

R
e
n
g
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
は
、

「
連
合
な
ら
で
は
」の
内
容
に
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
事
務
局
が
予
め
決

め
た
テ
ー
マ
と
、
カ
レ
ッ
ジ
生
の
意
見
を

聞
い
て
設
定
し
た
テ
ー
マ
を
組
み
合
わ
せ

た
。
日
々
の
活
動
の
中
で
の
実
践（
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
）
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
そ

の
た
め
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
な
内
容

（
イ
ン
プ
ッ
ト
）を
組
み
込
ん
で
い
っ
た
こ
と

が
特
徴
だ
。
日
程
配
置
に
つ
い
て
も
、
で
き

る
限
り
カ
レ
ッ
ジ
生
全
員
が
受
講
で
き
る
よ

う
調
整
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
た
。
各

回
午
前
ま
た
は
午
後
の
半
日
と
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
出
席
率
は
9
割
以
上
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
工
夫
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

│
カ
レ
ッ
ジ
の
位
置
づ
け
は
？

連
合
の
人
財
育
成
の
場
と
し
て
は
、
す
で

に
教
育
文
化
協
会
が
主
催
す
る「
R
e
n
g
o

ア
カ
デ
ミ
ー
・
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」や
法
政
大

学
に
開
設
し
た「
連
合
大
学
院（
連
帯
社
会
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）」が
あ
り
、
実
績
を
挙

げ
て
い
る
。
た
だ
、
若
手
の
役
職
員
に
は
や

や
レ
ベ
ル
が
高
い
。
そ
こ
で
、
R
e
n
g
o
ユ

ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
を
、
一
連
の
人
財
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
た
。

若
手
の
役
職
員
が
身
構
え
る
こ
と
な
く
、
参

加
し
や
す
く
、
ま
た
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を

学
べ
る
。
さ
ら
に
は
構
成
組
織
の
枠
を
越
え
、

全
国
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
と
い

う
連
合
本
部
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
工
夫
し
た
。

│
カ
レ
ッ
ジ
生
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

1
期
生
に
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
場
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
仲
間
と
の

つ
な
が
り
も
、
今
後
の
財
産
と
し
て
活
か
し

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

「
Re
n
g
o
ア
カ
デ
ミ
ー
」や「
連
合
大
学
院
」

に
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

10
月
に
は
2
期
生
の
募
集
を
始
め
る
が
、

来
期
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
の
意
欲

を
も
っ
と
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
実
践（
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
）を
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
工
夫
も
し
て
い
き
た
い
。

山本昌弘
連合総合組織局長 単組（日野自動車労働組合）での活動経験がほとん

どないまま産別にきたので、カレッジに参加して労働
組合とは何かという基本や、具体的な組合活動につい
て学ぶことができて良かった。印象に残っている講義
は、「コミュニケーション（傾聴）」と、実際の相談事
例をもとにした「ワークルールを実践する」のグルー
プワーク。組合員の立場にたって考えることが労働運
動の原点であり、活力になると気づかされた。現場の
組合員と接する機会は多くないが、常に組合員が何を
求めているのかを考えて、自分の業務に落とし込もう
と意識するようになった。カリキュラムは、グループ
ワークなどを織り交ぜて工夫されている。同世代の仲
間もできる。2期生が募集されたら迷わず参加してほ
しい。

川
かわ

見
み

名
な

央
お

さん
（自動車総連）

自動車総連労働政策局部長と
して、春闘や労働諸条件改善
の産別方針策定、活動推進の
フォロー等を担当。理想のリ
ーダーは、就職して最初の上
司。部下の面倒をよく見てくれ
て、上に対してものを言ってく
れる。失敗した時も守ってくれ
るので安心して仕事ができた。

組合活動に無関心な組合員が多いことに悩んでいた
ので、カレッジに参加した。「組合員をお客様ではな
く、活動の担い手に」という第8回の講義は学ぶこと
が多く、単組でも共有していきたい。また、「Z世代
への意識調査」の講義では、10代、20代の社会運動へ
の参加意向が高く、その社会運動には動員型ではない
多様なカタチが出てきていると知って面白かった。
受講して変わったのは、組合員との向き合い方。
以前は、組合員から相談を受けても「自分ならこうや
るのに」と否定的に捉えがちだったが、コミュニケー
ションの講義で「傾聴」を学んでから、まず話を聴い
て本人がどうしたいのかを一緒に考えるようになっ
た。カレッジは、参加しやすい日程で負担も少ない。
もっと多くの人が学べるよう機会を増やしてほしい。

石
こく

澤
ざわ

拓
たく

也
や

さん
（情報労連・通建連合）

単組（ミライト・ワン労働組合）
の支部書記長（専従）になって
3年。憧れるのは、決断力・判
断力のあるリーダー。自分には
それがまだないと思うから。

勉強になったのは、「ワークルールを実践する」講義。
地方連合会でも、労働相談を受けるための研修に参加
していたが、日本労働弁護団の弁護士による講義は、
非常に高度で実践的な内容であり、自分の知識不足を
痛感し、これまで以上に勉強しなければと思わせてく
れた。また「情報発信」の講義では、具体的なアドバイ
スやヒントがたくさんあり、連合のSNSアカウントの
「中の人」の話も聞けて参考になった。連合新潟のSNS
投稿を担当しており、学んだことを日々実践している。
カレッジは、一方通行で知識を入れる場ではなく、
参加型・実践型の学びの場。日々の組合活動の中で、
より良くできるところに気づける機会になると思う。
地方連合会からも、ぜひ積極的に参加してほしい。

金
かね

子
こ

賢
けん

一
いち

さん
（連合新潟）

連合新潟の職員として、政策・
制度やメーデーなどの連帯活
動を担当。理想とするのは、ユ
ーモアのセンスがあるリーダー。
自分にないものだから憧れる。

受講して変わったのは、連合運動への理解が深ま
り、自分もその一員として積極的に関わろうと思うよう
になったこと。講義を通して、連合が社会保障政策や
政治、ジェンダー平等など様々な課題に取り組んでい
ること、その背景や経緯を知り、また実際に携わってい
る方の熱意に触れることができて、連合が身近な存在
になった。情報発信の講義後は、連合のTwitterを見る
と、その「中の人」の顔が浮かんで励まされた。「Z世代
の意識調査」に関する講義では、連合がいかに若者に
寄り添って運動を進めようとしているかがすごく伝わっ
てきて、7月29日の「若者とともに進める参加型運動」の
キックオフイベントにも参加した。カレッジは、双方向
の参加型であり、常に自分はどう考えるかを問われるこ
とで鍛えられた。ぜひ多くの人に体験してほしい。

加
か

藤
とう

美
み

樹
き

さん
（JAM）

大学卒業後、JAMに入局して
2年目の書記局員。女性協議
会の事務局と、2019年に結成
したJAMゼネラルユニオンの
労働相談業務を担当。尊敬する
リーダーは、JAM出身の芳野
友子連合会長。そのリーダーと
しての熱量が女性協議会のメン
バーにも受け継がれている。

序盤に「行動特性検査」として自分の長所と短所を
把握するプログラムがあり、それを踏まえて以後の
講義に臨んだ。中間で振り返りがあり、成長した部分
とまだまだの部分を確認できたことが印象に残ってい
る。私は専従役員歴8年で、自分の「正論」にこだわっ
てしまうところがあったが、講義を通じて、組合役員
は人の意見を聴いて一緒に考えることが大事だと気
づかされた。凝り固まった組合的思考が浄化され、コ
ミュニケーションの意味を再認識でき、モチベーショ
ンが上がった。受講をきっかけに、多くの人がステッ
プアップしていけたら良いと思う。
次世代への検証に向け、カレッジの本当の成果が見
えるのは、5年先、10年先だと思う。長期的な視点を
持って継続していってほしい。

酒
さか

井
い

一
かず

樹
き

さん
（電力総連）

電力総連組織局部長。四国電
力労働組合から電力総連に派
遣され2年目。広報、社会貢
献活動、青年委員会などを担当。
リーダーに求められるのは、人
の話をしっかり聴けること。それ
は労働組合の原点でもあり、自
分でも実践していきたい。

労働法制を担当し、その学びを深めたいとリクエス
トして参加した。講義の中で「ワークルールを実践す
る」のケーススタディは本当に勉強になった。産別で
は、どうしても自身の産別の組合員に関連する労働法
制ばかりに目が行きがちだが、講義では様々なケース
が取り上げられ、今、労働現場で何が起きているのか
を知ることができた。担当領域以外の講義もあり、得
るところは大きかった。普段自分の業務にとらわれす
ぎていることに気づかされるきっかけとなり、また、同
期のメンバーと知り合えて世界が広がった。
カレッジは、受講生の希望を聞いてカリキュラムを
編成してくれるので、学びたいことを積極的にリクエス
トすれば、返ってくるものは大きい。そうでない講義で
も、受けてみると視野が広がる。ぜひ受講してほしい。

須
す

齋
さい

弥
み

緒
お

さん
（損保労連）

損保労連労働法制局長。損保
ジャパン労組で専従役員を2期
務め、損保労連に派遣され1期
目。連合の労働法制委員会にも
参加。理想のリーダーは、元大
津市長の越直美弁護士。先日
講演を聞く機会があり、女性の
ために社会のあり方を変えてい
こうという姿勢に心を打たれた。

カ
レ
ッ
ジ 

1
期
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

こ
こ
に
注
目
！ 

Re
ng
o
ユ
ー
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

2期生お待ちしています！

亀井彰 連合組織企画局部長
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